
2015（平成27）年 1月号 広報やとみ2015（平成27）年 1月号 広報やとみ 1415

inform
ation

切り取ってお使いください

き
り
と
り

・弥富市役所	 65−1111（代表）
・鍋田支所	 68−8001
・十四山支所	 52−2111
・総合福祉センター	 65−8103
・総合社会教育センター	 65−0002
・図書館	 65−1117
・歴史民俗資料館	 65−4355
・同報無線確認電話	 65−8517
　※臨時放送の確認ができます。

（市外局番　0567）　

市の人口
と
世帯数

人口	 44,467人	（−	39）
　男	 22,343人	（−	19）
　女	 22,124人	（−	20）
世帯	 16,702　	（−	　1）
（平成 26年 12月 1日現在）
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▽納付済額の確認方法
支払い方法 確認書類

国民年金や厚生年
金などからの特別
徴収（年金天引き）

年金保険者（日本年金機構
など）から送付される「公
的年金等の源泉徴収票」

普通徴収（納付書
払いまたは口座振
替）※

国民健康保険税
1月下旬に市が送付する

「国民健康保険税納付済
通知書」
後期高齢者医療保険料・
介護保険料
1月下旬に市が送付する

「納付額確認書」
※納付書払いの方は領収書、口座振替の方は預貯

金通帳でも確認できます。

高額療養費自己負担限度額

所得区分 所得区分１か月の
自己負担限度額（ア）

過去12か月で４回目以降の
自己負担限度額（イ）

住
民
税
課
税
世
帯

上位所得世帯 ※

901万円超　 252,600円＋
（医療費－842,000円）×1％ 140,100円

600万円〜　
901万円以下

167,400円＋
（医療費－558,000円）×1％ 93,000円

一　般　世　帯

210万円〜　
600万円以下

80,100円＋
（医療費－267,000円）×1％ 44,400円

210万円以下 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 ※ 35,400円 24,600円

※上位所得世帯…同一世帯の国民健康保険被保険者の基礎控除後の所得金額などが600万円を超える世帯や、所得の確認
ができない方がいる世帯

※住民税非課税世帯…同一世帯の世帯主とすべての国民健康保険被保険者が住民税非課税である世帯

▼問い合わせ先　市役所保険年金課国保グループ（内線123）

　国民健康保険の加入者が、医療機関で治療を受け、自己負担額が一定額を超えた場合に申請をして認
められると、高額療養費が支給されます。国民健康保険の加入者で70歳未満の方は平成27年１月から所
得区分および算定基準額が改正され、５段階に細分化されます。

○１か月の自己負担が次の限度額を超えた場合
①同じ人が同じ月内に同じ医療機関で、下表の限度額（ア）を超えて支払ったとき、超えた額を支給
②１世帯で、同じ月内に同じ医療機関へ21,000円以上の支払いが２回以上あったときは、それらを

合算して下表の限度額（ア）を超えた額を支給
※入院と外来と歯科は別で計算
※入院時の食事代や差額室料などの保険対象外となる費用は除く

○高額療養費の支給を年４回以上受けた場合
１世帯で過去12か月以内に４回以上高額療養費の支給を受けた場合、４回目からは下表（イ）の自己
負担限度額を超えた額を支給
▽申請方法　国民健康保険被保険者証、領収書、預金通帳など振込先の分かるものを持参し、市役

所保険年金課、十四山支所へ申請してください。
※該当の方には、診療月の２～３か月後に個別に通知します。

◇窓口負担額を軽減できます
申請して交付された「限度額適用認定証」を医療機関に提示すると、窓口負担を自己負担限度額まで
で済ますことができます（国民健康保険税の未納がない世帯のみ）。
70歳未満の方は、平成27年1月から所得区分の５段階の細分化に伴い、適用区分欄などが変更になり
ます。平成26年12月末日までの有効期限の限度額認定証をお持ちの方は、1月に改めて申請が必要です。
▽申請方法　被保険者証を持参し、市役所保険年金課へ申請してください。

高額療養費の受給手続きを


